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1) プレハー ノフの最後については.S. H. Baron， Plekt.叩 o.v，the Fathei' of Russ叫 1'1Mayxism _
1963， pp. 337-361に拠る。
フレハ ノフの著作集について (323) 69 
4まレーェ γであったらしい。レーニ Y は1918年 B月，ノレアチャノレスキー(1875-
1933) に対して， 民衆版アレハーノプ選集の準備を依頼し，さらにプレハーノ
プ全柔の必要をも述べたと伝えられるべ レーュ γ ば1921年のはじめにも， プ
レハーノア著作集・哲学集の必要に論及じている九『フ。レハーノ 7 著作集』は，
リャザーノフ編で第 1巻が1920午に出たが，これは1905年の『プレハーノフ著
作集』第 1巻の復刻である九そのあと， 1921年にあらためて， マルクス・ェ
ンゲノレス研究所の仕事として， リャザーノフ編で「プレハーノフ著作集』が企
画され，さきの第 1巻とは内容の異る第 1巻が1923年はじめ(序文は1922年11月)
に刊行， 1927年までに 『プレハーノフ著作集』全24巻 <r.B. IIJIexaHoB， 




とを目標にしているF とその抱負を述べている。 リャザ ノフのいう全集の
意味は，プレハ ノアの存命中にすでに印刷されていたものをすべて収録する
という意味であった。
2) CM. J[lITepaTYPHOe HaC!I8p;Ue 1'. B. IlrexaHoBa， 06. 1， 1934， CTp. 5，ただし『レーニソ
全集』ではたしかめられなし、。
3) レ ニンは「ふたたび皆働組合にワいて，現在の情勢について z トロッキーとプハーリンの誤
りについてJ (1921年1月)のなかで弁証法的論理学について論じている文脈におL、て， rつい
でにここで若い党員のためにつぎの点を注意しておくのが適当だろうとおもう。フレハーノフの
哲学仁かんする著作りすへてを誹究 まさに研究 することなしにはI 自覚ある，真の共産
主義者となることは寺き去いD なぜなら， これはj すべての国際的マルクス主義文献のうちで最
良のものだからである」と述べ，さらにその注記において， r¥、ま尭刊されようとしているプV










e5) r. B. Ihe玄aHQB，COlJ.， T. 1. CTp. 7 
70 (324) 第97巻第3号
印刷されたものをすべて集めるのであるから，非合法出版物ももちろんはい、
る。ただ，プ Vハーノフによるロ γ ア語訳(マルクス・エYゲノレスのものをプレハ
ーノフは相当多〈献している)は， 原則としてはいれなu、。 プレハーノプがドイ


















「社会主義と政治闘争J (1883)， rわれわれの意見の相違J (1885)， r労働解放」
6) フレハ ノフは，A匁 'lTchismeel刊の"/包5me，1894，その他をフランス詣で書き， N. G. Tsch-，. 
eγnischewsky， eine literar-historische 5tudie，1894; Beitrage zur Geschichte des M.αteria 
lisl刑 1，5，1896目のほか， wノイエ・ツァイト』誌に1891年以降， 10以上の論稿をよせてL、る。た
だし，後に述べるプレハ ノフ文書の資料によると，プレハ ノフがドイツ語で発表した著作P
多くは，原稿をフラγス語で書いて誰かにドノツ語訳してもらい，それを校訂したものである。
日M.r. B. IbexaHoB， I1s6p乱回bIe骨llJIOcoq，ClmentoH8Be，l;6fi1s， T.I!， CTp.. 728. 761. 771. 
774. 778 
7) 要覧のなかの著作の日付は冗体は刊行竿である。




擁護者J (1889). rソツ 4アール・デモグラーリ(1890)の「国内評論J• r全ロ V
ア的破産J(1892). rロVアにおける飢鑑との闘いにおける社会主義者の任務につい
てJ (1892).その他。





V チェノレヌィジヱプ兄キ- (第 1巻)
第 5. 6巻には1890-1913年に発表したチェノレヌイシェフスキ に関する諸論稿壱一
括して収録。論文と著書で重慢する部分は削除。 rチ ~7レヌィシェア λキーとかれの
時代J (1880-94). rチ s ルヌィジェフスキー，第 1部，手工ノレヌィシ 1 プスキーの
哲学・座史・文学観J (1909)。
VI チェノレヌィシェフ1キー(第2巻)
「チェノレヌイシ z フスキー，第 2部， チェノレヌィシェフスキ の政治観と経済観j
(1909). rチェノレヌ 4シェフスキ の美学理論J(1897). rγベリヤにおけるチェノレ
ヨィシェンλキーJ (1913). その他。
VU マノレグス主義の基礎づけと擁護(第 1部)
第 7. 8巻には史的唯物論 弁証法的唯物論を体系的・哲学史的に基礎づけた論稿を
収める。 rヘ ゲル死後60年によせてJ (1891). r史的一元論J(1895). メチニコア
の書評と追悼。
VIII マノレグ見主義の基礎づけと擁護(第2部)
「唯物論史概説J (1896). r経済的唯物論の擁護のための数言J (1899). r歴史の唯
物論的理解についてJ (1897). r歴史にお吋る個人の役割J(1898). =ンゲノレス「ア
オイエルパヲハ論」の翻訳序言と訳者注(1892.1905).他 2篇。
IX ナロードニキ主義批判
189C年代中葉の， 主としてナロ ドェキ批判の論稿を収録。 トゥンの書評 (1893)• 
72 (326) 第97巻第3号
エンゲノレス『ロシア論』ロシア語訳へのJ字文 (1894).rヴォロ γツォプ民の諸労作に
おけるナロ ドz キ主義の基礎づけJ (1896). r体制変革前夜のロシアJ (1894 
95) .その他。
X 文学批評論稿， 1888~1903年
「ウスへンスキーJ (1888)ほか 2論のナロ ドェキ小説家論経済的現実の反映
としての悲観主義(チャーダーエプの悲観主義)J(1896)， rベリンスキーと合理的現




かシュミット批判2篇. rストノレ←グェ批判J (1901-02)， r階級闘争理論の起源」
(19日日)，他に書評8篇。
xn 綱領と戦術の問題. 1900~1903年









に先立つもの壱ふくむ。 r宛名のない手紙J (1899-1900)， r社会学の視点からみた
18世紀フラ Yス戯曲文学と絵画J (1905). rへンリァク イプセンJ (1906). r芸術
と社会生活J (1912)，他5篇。





プνハーノフの著作集について (327) 73 
第 1革命以後の論稿のぢち，サンジカリズム批判b篇，アナーキズ A 批判4篇，エン
ゲノレス『フヲソスおよびドイツにおける農民問題』ロ、ノア語訳への専言(1904)，マ
ルクス死後25年J (1908)，第2イジター，コベンハ ゲン大会J (1910)，その他。
XVII 経験ー元論および求神主義の批判
弁証法的唯物論からの諸偏向と宗教の復権に対する批判の論稿(1907-11)。第1部




空惣から科学への社会主義の発展の系列として， iルソーJ (1912)， il9世紀の空想
















XXIII 19世紀におけるロ Vア社会思想の歴史(資料)，第 1巻
「ロシア社会思想史」の19i弘紀の部分の資料になるはずであったと考えられる，著者
の1908-1912年の既刊論稿を収む。 iチャーダ← R フJ (1908)， iベリンスキーにつ





る。農奴制の崩壊.70-80年代の革命運動など 8項目にむけて. I農民の『解放JJ. 






















プレハー ノフの著作集について (329) 75 
仕事をはじめているが，そのなかには，哲学史，社会思想史その他のものがふ
くまれている。














































































8) 町田OplfHPYCCROH 9lCOROMllQec:別量 MhlC血， T. 11可 2，1960. CTp. 120-130. rロシアにおけ
るマルクス主義の開拓者プレハー ノフの経済的労作」と題するとの章の筆者はポリャ γスキ←で
ある。 C.H. Ep悶胆eBC団 i.Oqe:p回口oIICTOpsOrpao同盟関OHQMoqeCRO話回CTOPmI， 1'964ル
のごとき小著においても， Ta訓 JRe，CTp. 228-233.その他で論及されている白
78 (332) 第 97蒋第3号



















9). n. M. BpoBep， 3:EWfIOMIi'r8佃町田nLl!，lI;hlr. B. IlJrexaHoBa. 1960. 231 CTp.および本稿執
筆中に到着した<1>.!lπ。阻四回員!日耳目岨印 s'pyc悶悶9"KOlIOMHG:em回 M町四 1965.472
CTp . 
• ，0) 注1)にあげた書物およびつぎの諸論文。 S.H. Baron， μPlekhanov on Russian Caplta. 
lism and the Peasant Commune， 1883-1885 "， Arnerican Sl悶 icand East E旬ropean
Rev~ew， Dec. 1953. pp. 463-474; "Plekhanov and the 0口 glllSof Russian Marxism" 
Russ~an Reυiew， Jan. 1954， pp. 38-51; "The First Decade of RUSSlan Marxism" 
ASEER， Oct. 1955. pp..315-330;“Legal Marxlsm and the "Fate of Capitalism" in 
Russia ぺASEER，Apr. 1957，_ pp. 113-126; "Plekhanov's Russia: the Impact of the 
West upon an "Qnental" SOclety"， Jo肝 nal01 the H:叫 0叩 ofIde副， Ju ne 1958， pp 
388-404 ;“ Between Marx and Lenin: George Plekhanov". in L. Labedz、(ed.)，
Revisionism， 1962. pp. 42-54 '; "Plekhanov and the Revolution of 1905"， in J. 5 
.curtiss (ed.)， Essays in Russia銘 andSovut History， 1963， pp. 133-148 



















][ rプレハーノ 7遺稿集』と『ブレハーノ 7哲学選集』
プレハーノフが1918年 5月，アィ Yランドのテリオキイのサナトリウムで死
11) r. B. Ibe玄aHQB，Co可， L CTt. 10 
12) 第l1k世界大戦勃尭から死にいたるまでの時期のプレハ ノフの時論は， r. B. TIJIeXarrOB， 0 
.0量re，IIeTpoTpa，l; (n. d.)，および r.B. IbexarroD. ro耳Hapop;oHe， T.1-2. Paris， 1924. 
にあつめられているロ京大経済学部資料室の甚力によって， r戦争についてj (第5版)および
「祖国にての 1年』第1巻のマイクロをハリの BlbliothらqueNatipnaleから入手するこ土が
できた。 r戦争について』はプルガリヤの社会主義者にあてた書簡2通(1914年10月21日， 1915 
年5月8日)を内容とする85ペー ジの冊子。 I'l国にての 1年』ほ， 10. A tsaeB Iプνハー ノ




















んだのであろう。デイチ編 ~I労働解放」団』全 6 巻 {rpyrrrra ‘ OCBo6o:田，ileHHe






13) 女医であった妻のロザPヤは， 190酔和二サン レモにサナトリウムをつくり，結核を固疾とし
たプレハ ノフはその後毎年冬をそこで過していた。プνハ ノフは1917年3月急いで帰国し!
蔵書績を持ちかえる余捕がなかったのである。耳目epa可pHoeH即日間er 且 II回目立OBa，06 
1. 1934-， CTP， 7プνハー ノフ文書とプレハ ノフ館については， TaM iKe， CTp. 5-1仏および
s. H. Kyp6aTO国，“MaTep血jJhlap盟国 r.B: IbexaRoBa "， BOIIpOC日骨田oco~皿 1964 ，
No. 2，.CTp. 138-144，に拠る。




















『プレハーノフ遺稿集」全8冊 {JI回 epuTypHoeHaC.r叫Hf:'r. B. rr.rreXaHOBa}~ 






'iapc班量<1>.)(. I¥PeTOD， P.M. I四四回Baであったが，ノレナチャルスキー は第1集の出版前に




























の仕事をしたプレハー ノフ暗員は， A. C. Bo四冨， E. C. Eo~， T. 3. JIYl'.m田阻豆貰， )(. C 
M."，田で，このうちマフリ γは第l集だけに事与ロロザリヤ・プνハ ノヴ 7は実際の仕事舎
も分担しており，各巻ともに「ロザリヤ・プνハー ノヴ 7の密接な参与のもとに成った」と配さ
れている。


























16) JImepa可F区00H即時四e，r. B. Ixe:玄阻OB札口6.1， 1934， CTp. 4 




が出た問。 それだけでなく生誕 100年を記念して rプレハーノフ哲学選集」












I ロジ7 ・7 ノレクス主義創設期の著作
「社会主義と政治闘争J (1883)から「史的一元論J (1895)にいたる10篇。哲学以
外の，政治論・綱領関係壱もふくむ。
:n 史的唯物論と唯物弁証法， 1896← 1903年
土記の期間におけるマルク λ主義哲学擁護の論稿，書評壱ふくめて23篇。うち G篇が
ナロ}ドニキ批判，他は同欧およびロシアにおけるベルンシュタイン的修正主義批判
である。 r歴史における個人の役割J(1898)， r唯物論かカン卜主義かJ(1898，-99)， 
その他。
18) プレハーノフに関する小冊子。、ずれも50ヘ ジ程度)が5っと 論士16篇が1956年に出てい
る。
19) W哲学選集』の編集者は IT.T. Ifo田 YR.A. H. ~aclIIlI8. IL H. 'tPe，l;OCeeB，.B. A. !IlQM盟国，
D. A. l:Ia国民テキス}の校訂と注の責任者vまE.C. Eon;， I. C. Benem咽!I.C. M. an:pcoBa. 
B. Jl. I田OHである仇ら j 注15)e照合してみると， W遺稿集』の刊特にたずさわったひとびと
と『哲学遺集』のそれとがj かなり重なっていることがわかるe




IV ロ γ ア哲学思想史
189ト叩年の聞の論稿で上記のテーマのものをLわら誌が<1:，会思想，経済思想に

































論については. w哲学選集』よりさきに「プレハーノフ 芸術k文学j{r. B. 
I1JIeXaHOB， HCXyCCTBO H J1HTepaTypa} MocRBa， 1948の 1巻本があれ東ドイ
ツでその独訳町が出ているが. r哲学選集』完結の年にさらに「プレハーノフ
の文学・美学観j 2巻本 {JI町epaTypHO-:ilCT町田町民国 田町四日 r. B. IIJIexa戸








21) G. Plekhanov， Seletted PhuosoPhical JVot'ks，開 FiveVolumes， Vol. I， FLPH.， (ロー d)
22} G. W. Plechanow， K1附"開auteratur. Berlin. 1955， 1034ベジの犬冊である。
23) r. B. Ib田 aHOB，sa6paHIrhle田 TOtl1匙O-COn;HOJIorng:ecIDIerrpo盟阻 e~e皿JIB6TOM日. COn;9K 
「ナウカの窓J1960年，第10号 35ペー ジ。プνハー ノフ1B巻選集も予告されており， とも仁同
年の (HOBIJeK四国〉に拠ったものだがz いずれも刊行中止になった。
24) Pf. M. Eyp6田OBa.yKa9. CO'lL C'lp. .139-140 グルバ トヴァは1964-6&年刊行予定と書
いているが，京大経済学部貰料室からプレρ ノーフ館への問い合わせに対する1965年日月23日付
遺書によれば.1966年に第1， 2巻 1967年に革3巻刊汗の予定である u、う。










貌を知zことをえさせるだけである 25)a その点， トロッキー(1877-1940) の
復権問題なe)-は全然異るのだ。しかしプレハーノフの著作刊行史の問題は，
ことが些細であるだけに，かえって象徴的である左もいえよう。もし近い将来
にプレハーノフ全集が刊行されるならば， うれしいことである2九
〔追記1 プレハーノフの邦訳については，川内唯彦訳『史的ー元論』下(岩波文庫，改
訳版， 1963年)の巻末に，一覧がかかげられている。それに私がしらべたものを加えた
リストを作成したが，制限紙数舎超えるため，プレハーノフの経済思j慢に関するソピz
ト士献のリストトともに割愛し，別の機会に発表する。
25) メγグェヴィキ時代ないし:社会霊園主義時代のプνハーノフの時論は，プレハーノフ研究者に
は事用されてb、る。その意味では間されてし、るわけではなL、。しかし，市民一般は正統的マルク
ス主義の折紙のついたプレハーノフの著乍だけを読む仕組みになっている。
26) 以上の著作刊行史によって知られるように. c著作集』が現在においてももっとも包括的な〆
レハーノフ著作壊であるから，主としてそれに拠るほかないが. r哲学選葉』にも入っているも
のはi ナキス?の精度のたかい後者に拠るのが妥当であると思われる。
